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  推進方向９   

望ましい教育環境の充実・整備 
 

 

教育の情報化に対応したＩＣＴ環境の整備や、「周南市学校施設等⾧寿命化計画」に基づ

く施設の改修、小学校普通教室への空調設備の整備、トイレの洋式化等を進めることで、

安心・安全で快適な学習環境の充実を図ります。 

また、望ましい教育環境を確保するための適正な学校の再編整備等に取り組みます。 
 

これまでの取組と課題 

安心・安全で快適な教育環境の充実のため、施設の耐震化や老朽化対策、空調設備の整

備やトイレの洋式化等、施設の計画的な改善を進めるとともに、教育の情報化に対応する

ため、タブレット型情報端末や大型ディスプレイ等の導入、校内無線ＬＡＮ環境の整備な

どにより、児童生徒の学習意欲や学習の質の向上を図ってきました。 

今後は、施設の老朽化の進行に対する予防保全型管理への転換による⾧寿命化の促進や、

大型ディスプレイ等ＩＣＴ機器のさらなる充実、プログラミング教育導入に伴う学習環境

の整備等を確実に進めていくとともに、適正な学校の再編整備等に取り組み、望ましい教

育環境の充実・整備を図る必要があります。 
 

◇ 対象施策 ◇ 

児童が健康で快適に学習できる環境を整えるため、小学校の普通教室への空調設備の整

備を進めます。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎ 小学校空調設備の整備 

  中学校全普通教室への空調設備設置に引き続き、児童が学習に集中できる環境を整え

るため、既に設置済みの鼓南小学校、八代小学校を除く２５小学校の全ての普通教室に

一括して空調設備を整備します。 
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◇ 対象施策 ◇ 

児童生徒の主体的・対話的で深い学びを支援するため、ＩＣＴ教育環境の充実を図りま

す。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎ 学校ＩＣＴ教育環境の充実 

  国が提唱するＰＣ端末の整備と大容量通信ネットワークを一体的に整備する「ＧＩＧ

Ａスクール構想」の実現に向け、より充実した学習環境の中、全ての教室で全ての児童

生徒がＩＣＴ機器を利用できるよう、大型ディスプレイや校内通信ネットワークの増

設、情報端末のさらなる整備等を行います。 
 

◎ 授業公開や研修会の充実 

  情報活用能力やプログラミング的思考を育む授業づくりの研究をさらに充実すると

ともに、積極的に授業公開や専門家を招聘した研修会を開催するなど、教職員の資質向

上を図ります。（再掲） 
 

◇ 対象施策 ◇ 

教育効果を十分に発揮するため、教材備品の充実を図るとともに、安心・安全で快適な

学校施設の整備に努めます。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎ 学校施設の整備 

２１世紀にふさわしい教育環境づくりの一環として、施設の適正管理に努めるととも

に、「周南市学校施設等⾧寿命化計画」に基づき、施設の改善に努めます。また、快適

な教育環境の充実に向け、トイレの洋式化を計画的に進めます。 

 

◇ 対象施策 ◇ 

児童生徒の安心・安全な通学路を確保するため、通学路における総合的な安全対策を進

めます。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎通学路の安全確保 

交通安全に加え、防犯や防災の観点からも通学路の危険個所の調査・点検を行い改善

を図る「周南市通学路総合安全プログラム」に則って、学校と地域、関係機関と連携し

た安全対策の向上を図ります。 
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◇ 対象施策 ◇ 

児童生徒の望ましい教育環境を実現するため、保護者、地域の理解を得ながら学校の適

正な再編整備を進めます。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎ 学校適正配置の推進 

  各校の実情や特性に応じて児童生徒への十分な教育効果が期待できるよう、保護者や

地域住民との意見交換を通して十分な理解を得ながら、学校の適正配置を進めます。 

  安心して統合先の学校へ通学できるよう、対象校と統合先の学校との交流学習を計画

的に実施するなど、保護者や児童生徒の不安解消に努めます。また、統合にあたっては、

適切な通学手段を確保し、負担軽減を図ります。 

  休校となっている学校施設については、地域住民の意向を踏まえた利活用に取り組み

ます。 
 

◇ 対象施策 ◇ 

学校教育制度の多様化に対応するため、小中一貫教育校の取組を進めます。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎ 小中連携教育の推進 

  小中学校９年間でのつながりのある「学び」と「育ち」を充実するため、全中学校区

において教職員の交流を図り、小中連携教育の一層の推進に努めます。 
 

◎ 小中一貫校の取組の推進 

  これまで取り組んできた「小中一貫教育」についての調査・研究を踏まえ、今後は施

設設備等ハード面の課題も勘案しつつ対象校を検討し、保護者や地域との合意形成を図

りながら、小中一貫教育校の取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基本方針④ 信頼と期待に応える教育環境の充実・整備 

- 38 - 

 

◇ 対象施策 ◇ 

家庭の経済的事情にかかわらず、すべての子どもたちが安心して学べるよう、就学等に

必要な支援を行います。 
 

◆ 重点事業 ◆ 

◎経済的就学等困難者への支援 

学用品費や給食費、行事への参加費などの負担が困難な保護者に対して、その費用の

一部または全部を給付することで子どもたちの就学等を支援します。 

◎高等学校・大学等進学者への支援 

向学心のある生徒・学生が、経済的な理由により進学を断念することがないように、

奨学金貸付等により修学を支援します。 
 

 
 

☆ 成果指標・目標 ☆ 
 

指標名 
現状値 

（平成３０年度) 

目標値 

(令和６年度) 
備考 

小中学校のトイレの

洋式化率 
３５．６％ ５０％ 教育政策課調べ 

小中学校のすべての

普通教室への大型デ

ィスプレイ等導入率 

４１．２％ １００％ 学校教育課調べ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 


